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議会報告会・意見交換会アンケートに対しての返答
※問 10 意見交換会のテーマである「邑楽町の未来について」の記述部分についてお答えいたします。書いてくださったそのままの文面を
記載しております。

Q1.わずか 6000 人の村でありながら自然の恵みを見事に阿智村では活用し、村の活性化を生んでいる。大いに参考にし、これからの邑楽町
の発展に活かしてほしい。

A.阿智村の取り組みは、人口約 6,000 人という規模でありながら、地域資源を最大限に活かして成功している好例です。本町においても、
地域ならではの魅力を再発見し、戦略的に発信することで持続的な発展を目指していきたいと思います。

Q2. 素晴らしい意見がありました。特にスクールバスについて子供たちが安心して生活できるよう努力して下さい。
A.指摘のスクールバスにつきましては、子どもたちが毎日安心して通学できる大変重要な交通手段であると認識しております。
今後も子どもたちが安心して生活できる環境づくりの一環として、スクールバスの安全・安心の確保に継続して取り組んでまいります。

Q3. 産業団地の造成について。
A. 現在、企業からの問い合わせは増加傾向にあるものの、即時に提供可能な工業用地が不足している状況です。
このため、将来の需要を見据え、計画的に産業団地を整備する必要があると思っております。

Q4. 福祉センター改築を検討していると聞いています。未来に向けセンターの有効な改築を要望します。お金をかけても多目的なセンター
にしてほしい。

A. 福祉センターの改築につきましては、老朽化への対応だけでなく、将来を見据えた地域福祉の拠点としての機能強化が重要であると認
識しております。少子高齢化の進展や地域コミュニティの変化を踏まえ、子どもから高齢者、障がいのある方まで、誰もが利用しやすい
「多目的・多世代交流型」の施設整備を基本方針として進めていただければと思っています。
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Q5. 今回のテーマは大事なことだが、漠然としたものなので、あらかじめ広報誌等で周知していただいた方が良いのではないでしょうか。
またテーマはもう少し具体的な物の方が良いのではないでしようか。参加者の方からの意見にもありましたが、20歳代、30歳代の町民
が多く参加するにはどうしたらよいか考えていただきたい。

A. テーマ設定については、より具体的で身近な課題に落とし込むことで、町民の皆さまが意見を出しやすい形に工夫してまいります。
さらに、20歳代・30歳代の町民の皆さまの参加促進については、重要な課題であると認識しております。
今後も幅広い世代の声を町政に反映できるよう、運営方法の改善に努めてまいります。貴重なご意見をありがとうございました。

Q6. 町のグランドデザインなど知らない。もっと町の状況を広めてほしい。
A. 大変重要なご指摘だと受け止めております。町の将来像や方向性を示すグランドデザインは、行政だけのものではなく、町民の皆さまと
共有し、ともに考えていくべきものだと思います。十分に周知が行き届いていないという現状があるのであれば、それは私たちの発信の
あり方に課題があると考えております。

Q7. 邑楽町の発展は工業団地ありきか。
A. 工業団地は邑楽町の発展にとって重要な要素であり、企業誘致や製造業集積の受け皿として機能してきました。
町全体の産業環境を整える総合戦略として位置づけられています。

Q8. 民間主導による産業団地造成を推進する考え方が示されたが、とても良いと思います。
A. 民間主導による産業団地造成の推進は、人口減少や財政制約が進む中で、非常に合理的な考え方だと言えます。特に地方の町にとって
は、大きな可能性を持つ政策です。

Q9. 町民の声を広く聞き取る手法を考えて欲しい。
A. 町民の声を広く聞き取るためには、対象や目的に応じて、複数の手法を組み合わせるのが効果的であると思っております。
アンケート調査、住民座談会、無作為抽出住民会議等々を組み合わせの手法があると思います
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Q10. 大変参考になりました。（明和町）
A. お忙しい中、ご出席頂きまして誠にありがとうございました。

Q11. 「町の未来」とした漠然としたテーマの為、議論が嚙み合わないのが残念。テーマを絞って、産業の振興等のテーマを提案した方が
良かったのでは？参加者全員が町の将来について注目しています。委員会の報告は大変興味深く拝聴しました。惜しむなく各視察地の内
容が主であり、いかに本町の現状や将来に反映できるかを示してほしかった。町執行部が新規事業に取り組めていないのだから議会主導
が重要。

A. 「町の未来」という包括的なテーマは、方向性を広く共有できる一方で、論点が拡散しやすいという課題がありました。具体的に絞っ
た方が議論は深まりやすいかと思います。
視察は「学ぶこと」が目的ではなく、「邑楽町に活かすこと」が目的です。ご指摘の通り、「どのように本町の現状や将来に反映させるの
か」を示すことができるような報告にしていきたいと考えます。
議会が単なる「チェック機関」ではなく「政策形成の一翼を担う存在」になることが重要だと考えております。

Q12. 火曜日以外にお願いしたい.理由は、火曜日は手話サークルがあるため。できれば、議会がある時は館林邑楽聴覚障がい者協会へ連絡
していただければありがたいです。

A. 可能な限り火曜日以外の日程で調整ができれば、させていただきたいと思います。今後とも円滑な運営に努めてまいりますので、
引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。

Q13. 一般質問（議会）での質問の解答について結論を有期限でするよう行政に依頼願う。
A. 一般質問は、議員が行政に対して政策や事業の方針、見解、対応状況を質す制度です。
法的には、地方自治法上「何日以内に必ず結論を出さなければならない」という明確な期限規定はないようであります。行政側に期限を
強制することは難しい、ただし、議会の運営上・政治的責任として期限設定を求めることは可能という位置づけになっております。
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Q14. 毎年開催してください。
A. お忙しい中ご出席をいただきましてありがとうございます。毎年開催しておりますので宜しくお願い致します。

Q15. 少子化対策、企業誘致の活性化。
A. この 2つのテーマは、地域や国の経済・社会政策に直結する重要な課題です。少子化対策と企業誘致は相互に関連があり、若い世代が
増え、働く環境が整えば企業も集まりやすくなります。「働きやすさ」「住みやすさ」を高める中長期的な社会・経済基盤の整備が不可欠
と思います。

Q16. ランニングできる体育館ほしい。車を返した後、もっと気軽に乗れるものが欲しい。
A. ランニングできる体育館が欲しい、車を手放した後でも、移動や運動のために手軽に使える交通手段や移動手段が欲しい、ということ
ですね。電動アシスト自転車プラス近所の体育館の組み合わせが最も良いのかもしれませんですね。

Q17. 外国人を多くしてはいけない。
A. メリット・デメリットがありますが、軽犯罪やマナー問題への不安は、日常生活に直結するので気になります。少子高齢化が進む日本で
は、介護・建設・農業など、多くの分野で外国人労働者に頼らざるを得ない状況があるのではないかと思います。

Q18. 邑楽町の住人として縦と横のつながりを深められる日々にしてほしい。個人も大切です。しかし、人とのつながりも大切にできる邑
楽

町にしてほしいです。
A. 「個人の生活や自由も尊重しつつ、邑楽町の中で人と人とのつながりやコミュニティの絆を深めたい」ということですね。とても温か
く、地域づくりに対するバランスのとれた視点であります。ありがとうございます。

Q19. 高齢者と若い人との交流が感じられない。災害、非常時との役割や地域地区の関係性が見えないような気がする。
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A. とても大切な視点ですね。世代間のつながりの希薄化と地域の災害時の役割の不透明さが、多くの地域が抱えている課題であります。
Q20. 時間を 19時から２0時の１時間くらいにして頂きたい。
A. 「時間を 19時から 20時の 1時間くらいにしていただきたい」というご要望についてですね。

Q21. ありがとうございました。
A. お寒い中議会報告会・意見交換会にご出席いただきまして誠にありがとうございました。

Q22. 3 つの報告とも、大変ためになりました。ぜひ、長野県飯田市のような取り組みを邑楽町でも行えるように皆さんに働きかけて欲しい
です。応援しています。手伝えることがあれば手伝いたいです

A. 飯田市のような取り組みは、世代間交流、災害時の助け合い体制、地域内での顔の見える関係づくりといった「日常と非常時をつなぐ
仕組み」が特徴です。そしてそれを邑楽町で実現したいというお気持ちは、とても大切な第一歩です。「手伝えることがあれば手伝いたい
です」といったお気持ち誠にありがとうございます。

Q23. 農地を工業用地、宅地に変えられるようにスピードをもって行っていただきたい
A. 「農地を工業用地や宅地にスピード感をもって転用してほしい」というご要望は、地域の活性化や企業誘致、人口増加を目指すうえで
重要な視点です。ただし、日本では農地は 農地法 によって厳しく守られており、一定の時間がかかります。

Q24. テーマ。邑楽町の未来について？壮大なテーマだと、思いますが、もう少し解かりやすく、絞ったテーマ内容のが、良いと思いまし
た。例えば、2つぐらいに絞り今日の中に話しに出たスクールバスについて皆さんの意見を聴きたいとか産業について？は何か意見をお
願い致します。みたいな感じで、今回のテーマだと、ふり幅が広いので、明確な指示で意見をお願いした方が良かった？気がします。個
人的には次回、開催に議員 1人ずつ邑楽町の、ココが良い所と悪い所を話してほしいと思います

A. ご指摘のように「邑楽町の未来」というテーマは、確かに壮大で自由度が高い反面、参加者がどこに焦点を当てればよいか、分かりずら
く、議論が広がりすぎてしまう傾向がありました。「テーマを絞る、 明確な問いを出す、 議員が具体的に話す」いずれも議論を深める上
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で非常に重要なことだと思っています。
Q25. 人口が少なくなっている中、邑楽町はどうしていくのか。若者が特にいなくなっています。外国人は価値観が違うので多くなっても

解
決しません。大泉町のように公務員にしては絶対ダメです。

A. 全国的に人口減少が進む中で、邑楽町も例外ではありません。特に若年層の流出は、多くの地方町村が直面している共通課題でありま
す。
近隣の大泉町は外国人比率が高いことで知られていますが、単純に「外国人を増やせば解決」という話ではないのも事実であります。
邑楽町が生き残るには、人口規模の維持ではなく財政の健全化、コンパクトな町づくり少人数でも持続できる構造にあると思います。

Q26. 人口減少におけるこれからの町づくり。
A. 「住みやすさで勝負する町に」
規模は小さくても、暮らしやすい移動しやすい、こうした“幸福度重視型”の町づくりが重要ではないかと思います。


